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施設紹介

老健施設「倉敷藤戸荘」は、医療法人福寿会の老
健施設として１９９１年９月に開設しました。当施設が
ある岡山県倉敷市藤戸町は、源平合戦の舞台として
知られる歴史ある地です。２０２６年放送の大河ドラマ
に登場する「藤戸石」ゆかりの地でもあり、観光名所
「美観地区」から車で約１５分、岡山市に隣接していま
す。また、瀬戸大橋線が間近を通るなど、交通の便
に恵まれた郊外にあります。
当法人は「一人ひとりの人権を尊重した支援」「地
域社会への貢献」「職員が楽しく働く職場」という理
念のもと、ご利用者の人生がより豊かになるよう多角
的なサービスを提供しています。敷地内にはクリニッ
クや地域包括支援センター、老人福祉施設等を併設
しており、医療・介護・相談の各部門と密に連携する
ことで、地域に暮らす高齢者の不安や困りごとに寄
り添える体制を整えています。

はじめに

私は管理栄養士として特別養護老人ホーム（以下、
特養）に勤務したことをきっかけに介護の世界へ飛び
込みました。以来、特養の介護職、老健施設の管理
栄養士、居宅介護支援事業所（以下、居宅）のケア
マネジャー、グループホームの管理者、外部評価の
訪問調査員など、さまざまな立場から介護経験を重
ねてきました。当法人には居宅のケアマネジャーとし
て入職し、2025年4月より当施設の支援相談員に着
任しました。ケアマネジャーとして老健施設の相談員
と連携する機会はこれまで数多くありましたが、自
分自身がこの職に就くのは初めての経験です。実際
に現場に立つと、老健施設が担う役割の広範さと、

直面する課題の多様さに圧倒され、日々奔走するう
ちに気がつけば１年が過ぎていました。

業務について

支援相談員の業務は入所調整から入所中の状態把
握、退所に向けた多方面との連絡調整など多岐にわ
たります。
まず入所調整では、病状の確認だけでなく、ご家族
の抱える不安や、「これからどう生きたいか」というご
本人の意向をていねいにくみとることを心がけてい
ます。
「超強化型」である当施設では在宅復帰を見据え
た支援が重要です。一人ひとりの状況から退所後の
生活を具体的に想像し、提案する力が求められます。
ここで支えとなっているのは、居宅ケアマネジャー
時代の経験です。在宅の限界に悩む家族と自宅での
生活を願う本人の間で葛藤するご家族に接してきた
経験から、双方の思いを理解し、受け止める姿勢を
大切にしています。また、さまざまな職種を経験し、
各サービスの特性を肌感覚で知っていることも、退
所後の生活を提案する上で役立っています。

老健施設に求められる多角的な役割

老健施設は医療と福祉の中間施設としての機能に
加え、地域包括ケアシステムの拠点として多角的な役
割を求められています。
まず、第一の役割はリハビリを通じた在宅生活の
継続支援です。退院後の在宅復帰をめざすリハビリ
から、在宅生活を維持するための集中リハビリまで、
個々の目的に応じたプログラムを提供しています。理
学療法士、作業療法士、言語聴覚士がおのおのの専
門性を活かした計画を策定し、介助方法の検討や福

ご本人の「最善」を探す
相談員の役割
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